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文責：福田 

＜生徒の皆さんへ＞ 

  佐世保南高校７５回生の皆さん、臨時休校が続いていますが、元気に過ごしています

か？担任の先生方から皆さんの家庭での様子を電話で確認していただいておりますが、

以下のチェックシートで臨時休校中の家庭での生活をチェックしてみてください。改善

が必要な人は早速取り組みましょう。すべては皆さん自身の命を守るため、皆さんの周

りの大切な人達の命を守るための臨時休校であることを考えて行動してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

皆さんは、４月８日の入学式から４月２０日まで９日間のみ登校しましたが、校内研

修を通して、少しだけ皆さんが高校生活のスタートを切る日々を共に過ごすことができ 

ました。校内研修は、ソーシャル・ディスタンスを

保ち、３つの密を避けながらの実施となりました。

クラス活動もあまり時間を取ることができず、充分

なものとはなりませんでしたが、自己紹介やレクリ

エーションを通して、少しだけクラスメイトとの交

流を深めることができました。これから友達作りも

本格的に始まるというタイミングで再びの臨時休  

校となってしまい、残念でなりません。例年は大きな声を出して行う集団行動や校歌の

練習も最小限に留めて実施するしかありませんでした。残念なのは、皆さんに２・３年

生の先輩方のデモンストレーションを見せることができていないということです。無駄

のない、きびきびとした動きの集団行動、体育館が揺れるほど大きな声で歌われる校歌

…皆さんは「これが真の南高生なんだ！」と驚くと思います。 

  日本国中、先が見えない不安定な状態になっていますが、ウイルスに感染しない、感

染させない万全の対策をとりながら、今できることを精一杯やっていくしかありませ

ん。これを機会に保護者の方と自分の将来についてもぜひ話し合いをしてもらいたいと

思います。 

次に皆さんが登校する時に、元気に笑顔で会えることを楽しみにしています。 

第１号 

第 1 学年 学年だより 

臨時休校中の家庭生活で「毎日すること」チェック表 

□３点固定（起床時間・家庭学習開始時間・就寝時間の固定）による規則正しい生活 

□毎朝検温をして記録表に記入…保護者の方に確認のお願いを 

□マスクの着用、手洗いの徹底、「３つの密」を避ける行動をとる 

□家庭学習（できれば学校と同じ日課で過ごそう。プラス夜の家庭学習時間を確保！ 

課題の消化だけでなく、「自学力」を身に付ける姿勢を！） 

□フォーサイトに日々の生活の記録、家庭学習の記録を記入する（１日の反省も） 

□佐世保南高校ホームページを最低１回はチェックする 

□家の手伝いを積極的に…「自学力」は勉強だけでなく、家の手伝いなどから「学ぶ」            

こともあります。 



＜保護者の皆様へ＞ 

 臨時休校期間中、保護者の皆様にも様々なご負担をおかけしております。大きな不安

をお持ちのことと思いますが、生徒の不利にならぬよう、学校側も学校再開に向けて準

備を進めて参ります。保護者の皆様のご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 

今後、生徒には文理選択に向けた様々な調べ学習などの取組を行うように計画してお

ります。下記の予定で文理選択，地歴・理科の科目選択の調査をして参ります。 

 

６月初旬 第１回文理選択・選択科目調査 → ６月中旬提出 

７月初旬 第２回文理選択・選択科目調査 → ７月中旬提出 

 

７月の三者面談で、文理選択や科目選択を原則として決定していただきます。例年な

らば５月の学年育友会で文理選択についての説明を行っておりましたが、中止となりま

したので、今後、文理選択についての保護者用説明資料を配付いたします。 

本来であれば、担任が生徒と個人面談を重ねて文理選択についてのアドバイスを行っ

て参りますが、日本国中が先の見えない不安定な情勢ですので、配付する資料を参考に

されながら、お子様の将来について、お子様の考え、保護者の方の考えを確認しながら、

ご家庭での話し合いを進めておいていただきたいと思います。よろしくお願いいたしま

す。 

 

 

 

＜学年だより「わ」の名前の由来＞ 

「わ」という名前は、福田学年主任が若い頃から学級通信で使用していたもので、以下の 

３つの意味を持っています。 

（１）「和」…学年の調和を望みます。互いに相手を大切にし、協力し合う関係を！ 

（２）「輪」…学年のつながりを望みます。生徒同士、生徒と教職員が共に成長を！ 

（３）「話」…話題性のある学年を望みます。何事にも一生懸命取り組み、輝ける存在に！ 

 

 

                      


